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別掲の如 く第1回 日本泌尿器科学会関西地方会が発足した.そ の成立までにはかなりの迂曲も
あったが,と に角発会にまで漕 ぎつけて,諸 方から祝辞や激励の言葉を頂いた.当 目の参加者は
関西地域は勿論,遠 くは福岡,広島,岡 山,徳 島,名古屋,岐 阜,津 などからも顔が見え,合 計
約120名という盛会であ り,この事からも,この会が発生したことは大局から見て良いことであ





べき点が多 くなつて来たので,こ れを改組して関西地方会が発足したと考えたいが,こ れに賛成
でない意見もあろう.即ち従来の近畿皮泌科集談会はそのままに残して置 くと考える人もあろう
と思 う.人聞はそれぞれ顔が異なるように意見 も異なり,一律にゆかないのは当然である.筆者






の研究も大いに役立つことを感 じた,こ こにこのような性格の学会が存立する意義があると思 う.
一般に学会の運行はなかなか難 しいものであるが,こ の学会も演者の声が小さかつたり,早 口
で原稿を読み流したり,図表が多過ぎたり,時間を超過した りしている状態で,や はり何 とか新
機軸の生れることを切望する.
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1,原 稿 の種 類 は 綜 説,原 著,臨 床報 告,そ の 他.寄 稿 者 は 年 間購 読 者 に 限 る.
2.原 稿 の長 さは 制 限 し ない が簡 潔 に す る.
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